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夏季一時金(基本給+役職に係わる手当)X067ヶ月+9,300円
|

◎ 内・ ll社員 (係長 コ■及び内勁係)及び業務社員

(基本給十役職に係わる手当)× 067ヶ 月■9800円

◎ 2001年 9月 HHまでに入社の有期 日勤パー ト パー ト社員
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速報 2017度夏季一時金妥結 !!

25 4301]3 110円 2, 20円

7,80円 1,780円 21;80円
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06;歳 未満の■川¬11

勁社■″ 24ヶ 月～ 47ヶ 月
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一時金支I.対象期間は 2016年 10月 11日 ～2017年4月 10日 までです

勤続月数は2017■月10日 までの在結期間です

一時全臨●組合費は 文給類の15・●になりま九 今後の■動を支えていくために
ご理解願いま九
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大■ビルサービス分会ニュース を0171'7月 3

団体交渉報告

6月 27口 (火)午後 6"00分 から大東市F‐会館 2F会議室において 第 2回夏季―叶全団体交

渉が開かれました 2時間に及ぶ交l.・の末 上記のとお り妥結しました.(第 1回 日は 19日 に‖
力れ ています.) 全港湾側は 文部委員長を初め20余名が参力ヽ会F■nは常務以下 7名 が出席
しました。 日暮れの慌 しい中 皆が意見を出し合い 活発な議論が行なわれました

冒頭 第1回交渉での回答を0 05夕 月上回る0 65ヶ 月の回答がありましたが 全港湾か

らの飢い追求により 途中休憩をはさみ 最終的に昨年夏一時金回答を上回る067ヶ月で■結しまし

た.

今回の交渉では -1キ金のほ力ヽ こ餃場要求として O一時金除外地区の時間給アップ ②警ll員
の夜勤千当の550円への:き 上げ 06は定年を過ぎたl■員の昇綸 066歳以上の職能給表の66

歳未満との同一イヒを要求し 追求しましたが 未角嗽 となり 継続して協議していくこととなりま
した.

0作業ヨ煩書と緊急速綺網の整価 ②少人数現場^の応援体市|の充実 0特月1条項 (月 70"IJ
年600時司)を超える時間外労働の是正のため業務見直しと求人募集などの実施 0    での

感染症対策 ■場従事者のf_E定研修 0労災企業補償制度については [    でのインフルエ

ンザの予1嘘極については 会社贅月て行うことを検.lするJと いう口答を4ま したが 他の件に
ついては従来の確認に留まりました.

また パワ′ヽラ セク′ヽラの防止については 相敲窓日の強化 ll当者の口[1´^の参加 青児
介護ltttlE "女雇用機会均等法の改正に伴う就業規llの改正を行なつた上での従事者教育の実施
伸談者の保護を行なっていきたいとの回答をえましたが 不十分のため これ1こついても,き 続き
協議していくことになりました.

皆さん 一時金交渉の情報は伝わつていますか?
大平ウレサービス●動く清掃 枷臓 受● 設備の皆さん
全港湾建設支部に団結し 共に関いましょう |

私たちと司篠ク易 ル ましょう′

分会長 澤ロ ガ佐共

先日の夏一時全交渉は 想像以上の激論の中 ようやく去年を上回る金額で,結 しまた
これも 皆さんの応援があつてこそでつ、 執行部―同感謝しております.

しかし 皆さんを取り巻く労働環境はまだまた厳しい物があります.それを  つで
も変えて行くよう職場要求も頑張つて行きます。以前も高槻市民会館へ参りました

'寺人手が足りなく 嗜 体なんか取れんJと お‐じゃっていました

―t口 木i■にて事務折衡を行ってきました その折に高槻市民会館の現状もお話しし
ています 分会員の方で無くても同じ働く仲間で九 でも 分会員でないと1限度があり
ます

これが現実なんです.入オしが有つてからでは 遅いのです これからは我々と一緒に
,崚張りましょう。


